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Ⅰ．発表趣旨 

ウイグル語に使用される文字は，今世紀に入ってから旧ソ連および中国・新疆において幾度もの変

更・改良を経て現在に至っている．また近年はコンピューター上で使用する新しい文字も提案されて

いる．こうしたウイグル語の文字の変遷について検証し，その背景について考察したい． 

 

Ⅱ．ウイグル語文字改革の歴史 

トルコ系言語とアラビア文字 

トルコ共和国の文字改革（1928年） 

 

１．今世紀前半のウイグル語文字改革の動き 

（１）旧ソ連領のトルコ系諸語 

アラビア文字→ラテン文字（1920年代後半）→キリル文字（1930年代末以後） 

（２）旧ソ連のウイグル語 

1921年 民族名称としての「ウイグル」の選定 

 新聞・雑誌上でのウイグル語に関する議論 

1925年 アルマータ会議でアラビア文字アルファベットを修正 

1928年 サマルカンドで第 1回ウイグル言語会議，ラテン文字化を討議，結論出ず 

1936年 アルマータで第 2回ウイグル言語会議，ラテン文字を正式に採用 

1946年 キリル文字採用 

（３）新疆のウイグル語 

1920年代 イリとタルバガタイでラテン文字化の動きがあったが失敗 

1937年 アラビア文字の字母の数・順序をソ連のラテン文字のそれにあわせて修正 

1948年 ウルムチで文字改革に関する会議開催（具体的成果なし） 

イブラヒム・ムティイがアラビア文字の正字法案を発表 

 

２．中華人民共和国成立後の文字改革 

（１）1951年アルマータでアラビア文字アルファベット制定 

『東方真理（Sharq Haqiqiti）』（タシケント）と『カザフ人（Qazaq Eli）』（アルマータ） 

（２）1954年のアラビア文字アルファベット 

 新疆で公式に制定された初めてのアルファベット・正書法 

1950年 6月新疆民族語言文字研究指導委員会設立 

10月ウルムチで語文座談会 



 

 

1954年 3月語言文字研究指導委員会がアラビア文字アルファベットと正書法を作成 

 （1951年アルマータのものを踏襲） 

4月新疆省政府が承認 

 5月使用開始 

（３）キリル文字案 

・ 中ソ友好同盟相互援助条約調印（1950年） 

・ 新疆における言語調査（1955年，1956年） 

・ 中国語音標文字未制定 

・ 中国政府の少数民族文字に対する政策（1954年）：基本的にはラテン文字を使用すべきだが，

ソ連，モンゴルに接する民族はキリル文字を用いても構わない 

1956年8月ウルムチで第１回新疆民族語文科学討論会．ウイグル語，カザフ語，キルギス語，モ

ンゴル語，シボ語の文字のキリル文字化などを決議 

 ウイグル語キリル文字案は 32文字からなる 

1956年 12月 31日自治区人民政府によって承認 

（４）ラテン文字導入 

・ 中ソ関係の悪化 

・ 反右派闘争，反地方民族主義 

・ 中国語音標文字（ピンイン）制定（1957年 11月国務院通過，1958年 2月公布） 

・ 少数民族文字に関する五原則（1957年 11月）：ピンインを少数民族言語の文字の基礎とす

る決定 

・ 周恩来「当面の文字改革の任務」（1958年 1月） 

1959 年12月 自治区第２回民族語文科学討論会がウイグル語，カザフ語のラテン文字方案試行

を承認 

1964年 3月 ４年間の試行の後，自治区第３回人民代表大会第１回会議がラテン文字方案を承認 

1964年 10月 23日 国務院が方案批准 

1965年 1月 1日 正式使用開始 

（５）普及しなかったラテン文字 

・ 文化大革命（1966～1976） 

1976年 7月 15日 「ウイグル，カザフの旧文字を停止し，ウイグル，カザフの新文字を全面的

に使用することに関する決定」 

（６）アラビア文字の復活 

・ 11期三中全会（1978年），鄧小平の「実事求是」路線確立 

1979年 121号文件「ウイグル，カザフの新文字推進を継続すると同時に，ウイグル，カザフの

旧文字を使用することに関する決定」 

1982年 9月 13日「ウイグル，カザフの旧文字を全面的に使用することに関する決議」 

1983年 4月 言語文字工作委員会がアラビア文字アルファベットとその正書法を作成 



 

 

1983年 9月 23日 アルファベットと正書法承認 

1984年 1月 1日 全面的使用開始 

（７）ラテン文字の再評価とウイグル語コンピューター文字 

2000年 1月 8日新疆大学がウイグル語コンピューター文字を自治区政府に提出 
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